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挙げられている（Schultz 1974, Casterline 2010, 


































































表 1 上位・下位 5カ国および主要 10カ国の出生率（TFR）（斜字：途上国）
No 上位・下位 5 カ国 TFR  No 主要国 TFR 
1 Singapore 1.02  11 Japan 1.39  
2 Hong Kong 1.13  13 Germany 1.41  
3 Taiwan 1.14  33 Russia 1.55
4 South Korea 1.24  36 China 1.59
5 Bosnia and Herzegovina 1.27  53 Sweden 1.82  
191 Burundi 6.03  63 United Kingdom 1.90  
192 Uganda 6.17  72 United States 2.00  
193 Mali 6.42  74 France 2.01  
194 Somalia 6.43  117 India 2.54
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分野 説明変数 定義 データ源
人口 結婚率 1000人当たりの結婚件数 UN 
離婚率 1000人当たりの離婚件数 UN 
初婚年齢＊ 初めて結婚して同居を始めた年齢 UN 
初産年齢 初めて出産する女性の平均年齢 UN 
避妊普及率 15-49歳の既婚女性の内，何らかの避妊法を実施している人の比率 UN 
乳児死亡率 1000出産当たりの生後 1年未満の年間死亡数 UN 
平均寿命＊ 0歳児の平均余命 UN 
健康 医療費 1人当たりの医療費 WHO 
医師数 1人当たりの医師数 WHO 
病床数 1人当たりの病床数 WHO 
喫煙率＊ 日常喫煙者の全人口に占める比率 WHO 
飲酒量 1人当たりのアルコールの年間消費量 WHO 
教育 教育費 1人当たりの教育費 WB 
就学年数＊ 初等教育から高等教育迄の平均就学年数 WB 
大学進学率＊ 大学入学者数の対入学相当年齢人口比率 WB 
識字率＊ 15歳以上人口における識字率 WB 
経済 GpC 1人当たりのGDP WB 
賃金 最低賃金 WB 
所得格差 所得格差のジニ係数 WB 
貧困率 貧困線以下の人口率 WB 
税負担 GDPに対する税収の比率 WB 
農業従事者 労働人口における農業従事者の比率 WB 
高齢者労働率 65歳以上の労働人口の比率 WB 
女性労働率 女性雇用の対人口比率 WB 
労働力率＊ 15歳以上人口に対する労働人口比率 WB 
失業率＊ 失業者数の対労働力人口比率 WB 
環境 緯度 国全体の平均緯度（絶対値） WB 
気温 国全体の年平均気温（摂氏度） WB 
自然保護 国土面積当たりの自然保護面積比率 WB 
水道普及率 上水道にアクセス可能な人口の比率 WB 
下水普及率 下水道にアクセス可能な人口の比率 WB 
道路舗装率 全道路中の舗装化の比率 WB 
都市化率 都市在住人口率 WB 
電化率 電気にアクセス可能な人口の比率 WB 
インターネット 1人当たりのインターネット利用率 WB 
その他 信仰 宗教を重要と考える人の比率 CIA 
キリスト教 キリスト教信者の比率 CIA 





















































（McQuillan 2004, Sax 2011, Hook and Altman 
5
そこで，本稿では SVM（ソフトウエアは
LIBSVM ver.2.89（Chang & Lin））の回帰機能を用
いて決定要因を探索した。そのためには SVM の
モデルパラメータおよび説明変数の最適化が必要





















































表 3 決定要因 8種の感度と寄与率
決定要因 感度 寄与率(%)
乳児死亡率 0.258  37.7  
初婚年齢（女） -0.226  28.9  
避妊普及率 -0.146  12.1  
緯度 -0.143  11.5  
貧困率 0.095   5.1  
識字率（女） -0.076   3.2  
GpC -0.049   1.4  
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